
1.はじめに

工 事 名 　平成25年度　社会資本整備総合交付金事業(経済対策)0105号線

　　　　　　　道路改良工事(その5)

施 工 箇 所 　焼津市　上新田　地内

発 注 者 　焼津市　都市基盤部　道路課

工 事 内 容 　下り側調整池設置工　一式

　　土工(掘削工、残土運搬工) V=3,070.0m3

　　ブロック積工 A=404.0m2

　　床張りコンクリート工 V=511.0m3

　　連絡管設置工 L=7.0m

　　連絡管設置集水桝工 2箇所

　　放流管設置工 L=5.0m

　　放流施設工 1箇所

　本工事は、焼津市郊外の上新田地内に位置するスマートIC関連工事の下り線側調整池工事を施工

したものである。施工箇所周辺は民家が点在しているが、スマートIC関連工事という側面から関連

業者が10社以上あり、多くの工事車両が往来していた。

　そのため、地域住民の負担軽減を念頭におきながらの施工となった。

現場条件に即した施工の工夫について

(一社)静岡県土木施工管理技士会

岡村建設工業株式会社

工務部　小田　健二

技術者登録番号：00097174

準 備 工

土 工

下り放流施設工

下り放流管設置工

ブロック積工 集水桝工 0.9×0.9×1.70

集水桝工 0.9×0.9×1.62

下り連絡管設置工 φ600

ヒューム管B型管(ソケット管)

1.0×10.0×0.90

底張りコンクリート工

後片付け



2.現場における問題点

　

①現場周辺道路の制約

　　施工箇所周辺は、道路が狭いため工事車両の出入りが困難であった。また、民家もあることか

　ら、地域住民に対し工事車両の振動や埃等の対策を講じる必要があった。

②連絡管設置工及び放流管設置工の接続部

　　事前に製作，設置した桝とヒューム管の接続部にずれが生じる恐れがあった。

③床張りコンクリート打設時の問題

　　床張りコンクリート打設時、目地材10m×10m×15cmを設置しなければならなかったが、型枠が

　設計に計上されてなかった。型枠を設置するには、基面，砕石の基準高及び厚さも下限値となら

　ないよう注意する必要があった。

　　また、打設範囲が3,370m2と広範囲に渡ることから、コンクリートポンプ車の配管が閉塞し適

　切な打設ができない恐れがあった。

3.工夫・改善点と適用結果

①現場周辺道路の制約への対処

　　地域住民への工事車両の通行を起因とする負担を極力取り除くため、車両が捲き起こす埃には

　こまめな散水を実施し、振動等に対しては走行は時速20km以下を厳守させるとともに、自社様式

　を用いて全台管理を徹底した。

　　また、工事内容や施工状況をわかりやすく文書にし地域住民に月毎周知するため、自治会にご

　協力いただき回覧することで、地域住民の理解を得ることができたと思う。



②連絡管設置工及び放流管設置工の接続部への対処

　　ヒューム管のずれ防止のため、集水桝工と放流施設工の外側に差し筋と補強筋を設置し、型枠

　組立て後にコンクリートにて補強した。ヒューム管を固定することにより、ずれは生じず、また

　継目に排水が漏れることもなかった。

③床張りコンクリート打設時の問題への対処

　　桝目の位置を座標にて確認後作成した打設箇所割付図を基に、出来形不足にならないよう注意し

　ながら基面，砕石を施工した。その後、型枠を組み立てながら目地材を設置し、割り振り通り打設

　を行い、見栄え良く完成した。
　
　　上記2-③の問題点で述べたとおり、当該施工箇所の

　床張コンクリート打設は広範囲に渡ることから、一日

　の打設量が多くなるため、当初設計の生コンクリート

　配合18-8-25-BBでは、コンクリートポンプ車の配管が

　閉塞し、適切な打設ができない可能性があった。そこ

　で、発注者と協議し、当初設計配合の生コンクリート

　18-8-25-BBのスランプを、ポンプの圧送性を考慮して

　12cmと大きくした。

　　スランプを大きくすることにより、単位数量及び単

　位セメント量が増し乾燥収縮等の要因となるが、その

　増大量はわずかである。今回採用した生コンクリート

　18-12-25-BBも一般的に使用されているコンクリートで

　あり、水セメント比も生コンクリート18-8-25-BBと同

　一であることから、著しい耐久性の低下に繋がるもの

　ではないと考えた。この変更により、スランプを大き

　くしたことでポンプの圧送性を確保することができ、

　施工性が向上した。
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4.まとめ

　　工事を無事故，無災害で工期内に完成するためには、地域住民のご理解が必要不可欠である。民

　家に近接する現場では、苦情等を受けることも少なくない。このような時、出来るだけスムーズに

　且つ、迅速に解決するための得策は、その場しのぎの対応ではなく、日頃からの丁寧で誠意ある対

　応であると思う。

　　これからも、工程管理の遂行のみを考えて施工するのではなく、相手の立場になって小さな事柄

　も見逃さず、各々の現場に適した対策を考えて土木工事に携わっていきたい。

－ 完 成 －


